
 

第3回のテーマは…

戦略づくりワークショップ通信
瑞浪市道の駅  

戦略づくりワークショップ通信

「戦略をつくろう！」

最終回となる今回は、これまでのワークショップの成果をみんなで振り返りつつ、①私たちの未来の公園空

間には何が必要か？(ハード整備)、②オープンスペースの運営にはどんな仕組みや人材が必要か？(ソフト

整備)の2点について議論を行いました！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2022.12.06 ＠釜戸コミュニティーセンター

釣りができる

キャンプができる

農業体験ができる

季節を感じながら散歩できる

ピクニックができる

マルシェなどイベントができる

友達とだべれる東屋がある

乗り物を気軽にレンタルできる

川を見ながら休憩できるカフェ

スポーツができる

子供を安心して遊ばせられる

魚の掴みどり体験ができる
土岐川

佐々良木川

やぎがいる

ハンモックを借りられる

川遊びができる

かまどでご飯が炊ける

そこに行けば誰かいる馴染みの場所

水車がある

子供が裸足で走り回れる

屋内外で作業できるWiFi 環境

こっちにもかまどがあるといいね

地域でお世話する花壇、畑

電車から花がたくさん見えるといいね

桜並木など季節を感じられる植物

水害の備えは必要

ステージが欲しい！

作業もできるといいね

動力としても使えるといいね

雨でも楽しみたい！

子供用の水場があるといいね

日常の場としての防災拠点になるといいね

いろんな動物と触れ合えるといいね

多様な使い方ができる駐車場

バス停があるとお年寄りも来やすいね
次の動線につながる案内

「私たちの未来の公園空間に必要なものはなんだろう？」

これまでのワークショップをまとめた絵に

追加するといいものを挙げてみよう！

※イメージ図

ワーク①

岐阜大学 出村教授



info@miyukidesign.com  

※本事業は、瑞浪市と岐阜大学が共同で行っています。 

 瑞浪市　都市計画課　0572-68-9816　tokei@city.mizunami.lg.jp  

お問い合わせ：岐阜大学出村研究室 +ミユキデザイン

058-264-3202  

instagramfacebook

これまでの活動はこちらから！

「オープンスペースの運営に必要な仕組み、人材について考えよう！」ワーク②
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道の駅基本計画の策定 
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行政 住民自治

第三の次元

中間支援組織の仕組み

今後の予定

中間支援組織は地元の人と外から来た人で構

成されていて、それぞれの長所を生かしつつ

互いに補完しながら活動できるといいですね

中間人材は確かに必要だと思う。既存組

織としっかりコミュニケーションをとり

ながらうまく協力していけるといいね。

まずは小さい規模から始めることが大事だと思いまし

た。特に釜戸は規模が大きいので地区単位等の小規模

で動き始め、信用を得て成長していくことが大事かなと。

行政でも地元でもないけど地元に顔がきく第三者がいる

とありがたいなと思いました。中間人材には「愛」が

必要。信頼され、対話ができると「愛」は発揮される。

会場からはこんな
意見が出ました！

行政でも住民自治でもない
「第三の居場所」で軽やかに
新たなことに挑戦する組織が
あると上手く回るのでは？ 
つまり…

「中間支援組織」が必要！
岐阜大学 出村教授


